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　昨年10月にリニューアルオープンした NATURE 
HOTEL NARUKAWAは、渓谷に泊まり自然を堪
能することができる施設です。ラウンジやレストラ
ンを併設したエントランス棟、₅つの離れ、外湯、
内湯、公衆浴場などで構成されています。離れは
₁棟貸しの贅沢空間となっており、滞在中は貸切
風呂に入浴可能です。レストランでは、地元食材を
活かしたディナーをお召し上がりいただけます。
渓谷の美しさを贅沢に感じながら滞在いただける
空間をお楽しみください。
　当施設のある成川渓谷は、足摺宇和海国立公園
の一角、鬼ヶ城連峰から流れる清流が谷川を深く
刻み、約₃kmに渡って渓谷美を魅せています。施設
周辺は、四季折々に表情を変え、その時々の風景
が皆さんをお出迎えします。

鬼北町のおすすめ新スポット
「きっと自然が教えてくれる
� ～NATURE HOTEL NARUKAWA～」
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
8
月
22

日（
金
）
愛
媛
県
自
治
会
館
に
て
「
令
和
7

年
度
第
1
回
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

₂　

会
長
あ
い
さ
つ　

　
　
　

�

前
田
会
長
（
上
島
町
議
会
議
長
）

₃　

報
告
事
項

　

⑴　

行
事
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

全
国
町
村
議
会
議
長
会　

新
役
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

⑶　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　

⑴
～
⑶
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
、
一
同
了
承
し
た
。

第
１
回
全
員
協
議
会
を
開
催

       �

優
良
議
会
に 

上
島
町
議
会
を
推
薦　

県
町
村
議
会
議
長
会

₄　

協
議
事
項

　

⑴　

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
7
年
度 

四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　

⑶　

第
63
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て

　

⑷　

第
69
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

に
つ
い
て

　

⑸　

議
長
研
修
に
つ
い
て

　
　

⑴
～
⑸
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
実
施

第63回四国地区町村議会議長会研修会開催概要

１　主　催　四国地区町村議会議長会
　　　　　　　（当番：愛媛県町村議会議長会）
２　開催日　令和７年10月８日（水）
　　　　　　午後１時～午後４時35分（予定）
３　会　場　ＡＮＡクラウンプラザホテル松山
　　　　　　　本館４階「ダイヤモンドボールルーム」　　　　
　　　　　松山市一番町3－2－1　℡ 089-933-5511（代）
４　表　彰　四国地区町村議会議長会表彰
　　　　　　　　四国地区町村議会議長会表彰規程に基づい

て、町村議会議員として在職19年以上で功労の
あった者を所属町村議会議長の推薦により表彰
する。

５　日　程
　　　12:30～13:00　受付
　　　13:00～13:20　開会あいさつ
　　　　　　　　　　　（四国地区町村議会議長会会長）
　　　　　　　　　　自治功労者表彰
　　　13:20～14:50
　　　　講　演　「どこへ行く日本の政治」
　　　　講　師　政治ジャーナリスト／
� 元日本テレビ政治部次長兼解説委員　　　
� 　青　山　和　弘　氏
　　　14:50～15:00　休　憩
　　　15:00～16:30
　　　　講　演　「混迷の時代に「幸せ言葉術」のすすめ
� ～アナウンサー人生で学んだ知恵～」
　　　　講　師　元NHKアナウンサー／
� 立命館大学衣笠総合研究機構客員研究員　
� 　　三　宅　民　夫　氏
　　　16:30～16:35　閉会あいさつ
　　　　　　　　　　　（高知県町村議会議長会会長）
６　出席対象者
　　　町村議会議長、副議長、議員、議会事務局職員、
　　　識見監査委員等

要
領
等
資
料
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑹　

全
国
町
村
議
会
議
長
会　

町
村
議

会
表
彰
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
本
年
度
は
上
島
町
議
会
を

推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

₅　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
第
2
回
全
員
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
開
催
時
期
を
正
副
会
長
に

一
任
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

⑵　

そ
の
他

₆　

閉　

会

あいさつをする前田会長
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
8
月
20
日（
水
）
午

後
2
時
50
分
か
ら「
愛
媛
県
自
治
会
館
」に

お
い
て
令
和
7
年
度
総
務
部
課
長
会
議
を

開
催
し
、
愛
媛
県
市
町
振
興
課
藤
田
主
幹

及
び
森
本
係
長
同
席
の
下
、
県
下
8
町
の

総
務
部
課
長
等
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
本
会
の
向
井
事
務
局
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
協
議
に
入
り
、
次
の
と
お

り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

■
公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

か
ら
の
連
絡
事
項

　
　

事
業
承
継
の
現
状
と
愛
媛
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

つ
い
て

■
各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

開
庁
時
間
短
縮
の
検
討
状
況
に
つ

い
て�

（
砥
部
町
）

　

②　

投
票
所
に
お
け
る
投
票
時
間
の
繰

り
上
げ
に
つ
い
て�

（
伊
方
町
）

　

③　

旅
費
規
定
等
の
見
直
し
状
況
に
つ

い
て�

（
上
島
町
）                          

　

④　

不
当
要
求
行
為
等
対
策
条
例
の
制

定
に
つ
い
て�

（
松
前
町
）

　

⑤　

カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て

�

（
松
野
町
）

令
和
７
年
度
総
務
部
課
長
会
議
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会

　

⑥　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
に
つ
い
て

�

（
久
万
高
原
町
）

　

⑦　

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
状
況
に

つ
い
て�

（
内
子
町
）

　

⑧　

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

�

（
鬼
北
町
）

　

⑨　

所
属
別
の
正
職
員
数（
級
別
）・
会

計
年
度
任
用
職
員
数
に
つ
い
て

�

（
愛
南
町
）

　
　

前
記
9
題
に
つ
い
て
、
各
町
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

■
愛
媛
県
町
村
会
等
に
つ
い
て

　

①　

愛
媛
県
町
村
会

　

②　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興

協
会

　

な
お
、
研
修
会
終
了
後
に
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
、出
席
者
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。

あいさつをする藤田主幹
（愛媛県市町振興課）

令
和
７
年
度

　

第
1
回
議
員
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
7

年
度
第
1
回
議
員
研
修
会
を
、
8
月
8
日

（
金
）
に
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
松
山
」
に
て
町
議
会
議
員
ら
1
2
5
名

の
出
席
の
下
、
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、
前
田
会
長
（
上
島
町
議
会

議
長
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
の
ち
、

研
修
に
入
り
、
講
師
か
ら
の
講
演
を
聴
講

し
た
後
、
午
後
4
時
40
分
に
福
島
副
会
長

（
伊
方
町
議
会
議
長
）の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

終
了
し
た
。

１　

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

前
田　

省
二

　
　
　
　
　
　
　
（
上
島
町
議
会
議
長
）

₂　

演
題
及
び
講
師

「
議
会
が
行
う
べ
き
予
算
・
決
算
審
議
に

つ
い
て
」

　
　

一
般
社
団
法
人

　
　

地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構

�
上
席
研
究
員　

 

渡
辺　

太
樹　

氏

　
「
自
治
体
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

�

弁　

護　

士   

帖
佐　

直
美　

氏
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第
1
9
3
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
香
川
県
当
番
に
よ
り
「
香
川

県
自
治
会
館
」
に
お
い
て
8
月
25
日
（
月
）

に
開
催
さ
れ
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事

務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
宮
本
香
川
県
会
長
及
び

四
国
地
区
会
長
の
前
田
愛
媛
県
会
長
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規
約
の
規
定
に
よ

り
宮
本
香
川
県
会
長
が
議
長
と
な
り
、「
議

事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
佐
藤
徳
島
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

議
長
全
国
大
会
に

「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と「
四
国
の
新
幹
線
」を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て

　
　

笹
岡
高
知
県
事
務
局
長
か
ら
、
開
催

要
綱
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
大
会
に
お

け
る
日
程
や
役
割
分
担
、
四
国
各
県
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
確
認
し
、
一
同

了
承
し
た
。

₂　

第
63
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

向
井
愛
媛
県
事
務
局
長
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
開
催
に
つ
い
て

は
、
愛
媛
県
に
一
任
す
る
こ
と
で
決
定

し
た
。

₃　

第
69
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

向
井
愛
媛
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
（
別
掲
）
の
と
お
り
提
出
す
る
こ

と
で
決
定
し
た
。

₄　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
徳
島
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

「四国８の字ネットワーク」並びに
「四国の新幹線の整備促進」等

高速交通ネットワークの整備促進に関する要望
　「四国₈の字ネットワーク」は、本州四国連絡高速道路等と一体となっ
て、全国の高規格道路ネットワークを形成し、物流をはじめとする様々な
経済活動の生産性を高め、地域間の交流を促進するなど、四国地方の活性
化を図っていくうえで重要かつ根幹となる社会資本である。
　しかしながら、依然としてミッシングリンクや暫定₂車線区間が残り、
高規格道路ネットワークの機能が十分発揮されていない四国地方は、それ
ぞれの地域が持つ豊かな自然や多様な資源を活かしきることが困難であ
り、地域産業の発展や観光振興に大きな影響を及ぼしている。
　これに加えて、近い将来発生が予測される南海トラフ地震等の大規模災
害時において、迅速な人命救助や緊急支援物資の輸送のためには「命の道」
となる「四国₈の字ネットワーク」の早期整備は急務である。 また、四国の
高規格道路の暫定₂車線区間において正面衝突による重大事故が度々発生
しており、大規模災害時における交通機能の確保を図るためにも、暫定₂車
線区間の₄車線化及び緊急的な安全対策を早期に実現しなければならない。
　今後、四国地方が地域の強みを生かし、地域連携によって自立し、災害
に強い国土を形成し、住民の安全・安心な暮らしを確保するためにも、早
期に「四国₈の字ネットワーク」のミッシングリンクを解消するとともに、
暫定₂車線区間の₄車線化等により安全性や信頼性を高めることは四国
にとって喫緊の課題である。
　また、現在、四国を除く全国に新幹線のネットワークが形成されており、
それぞれの地域の経済活性化はもとより交流の拡大や観光の振興に大き
く貢献している。
　しかしながら、四国における新幹線整備は基本計画に留まっており、他
地域に比べ大きく遅れを取っている。
　国が進める「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す
デジタル田園都市国家構想の実現と併せて、「シームレスな拠点連結型国
土」の構築を目指すためには、全国各エリアに新幹線が整備されることが
不可欠である。
　特に四国の新幹線は、今後の四国の将来を見据えた地域づくりに必要不
可欠な交通インフラであり、西日本の広域交流圏形成、国土軸のリダンダ
ンシー確保による災害耐力の向上、国土全体の一段の有効活用にも大きく
寄与するものと考える。
　よって、下記の事項について強く要望する。

記
１　地域の活性化や生活利便性・安全性の向上、都市と地域の連携強化、
さらには、南海トラフ地震等の災害時の緊急輸送道路の確保や救急患者
の搬送時間の短縮などに大きく寄与する「四国₈の字ネットワーク」の
ミッシングリンクの早期解消及び暫定２車線区間の早期₄車線化（緊急
的な安全対策を含む）を図ること。 

２　四国の新幹線の整備計画格上げに向けた法定調査を実施するため、令和
₈年度予算措置を講じるとともに、「国土強靱化実施中期計画」に係る予
算等、新たな財源の活用を含めた新幹線整備予算を大幅に拡充すること。



　（5）　令和₇年₈月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 197 号　

令
和
７
年
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
員
研
修
会
を
開
催

令
和
７
年
度
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
研
修
会
を
開
催

　

令
和
7
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画

に
基
づ
き
、｢

令
和
7
年
度
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

令
和
7
年
度
町
職
員
研
修
実
施
計
画
に

基
づ
き
、「
令
和
7
年
度
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
研
修
会

（
係
長
職
員
研
修
会
）」
を
係
長
相
当
の
職

に
あ
る
者
又
は
政
策
立
案
担
当
職
員
を
対

象
と
し
、
8
月
29
日（
金
）に
「
え
ひ
め
共

済
会
館
」
で
開
催
し
た
。

令和７年度マネジメント職員研修会実施要領
� 　　　　　愛媛県町村会
１　研修目的
　　地方自治体のマネジメントの全体像を体系的に理解し、
戦略・組織・職員のマネジメントの領域を学習すること
で、マネジメントの実践力を高めることを目的とする。
２　開催日時
　　令和７年８月５日（火）　午前９時～午後５時
３　会　場
　　松山市一番町４丁目１－２
　　　　愛媛県自治会館　２階「会議室」
４　研修内容
　⑴　マネジメントの理解
　⑵　戦略のマネジメント「戦略の実行」
　⑶　組織のマネジメント「組織内連携の向上」
　⑷　職員のマネジメント「部門の育成計画」
　⑸　マネジメントの時間の確保
５　研修講師
　　株式会社行政マネジメント研究所
� 　専任講師　山崎　清治　氏
６　研修受講対象者
　　研修は、課長補佐級職員を対象とした内容です。
　　課長補佐級職員以外の課長、主幹及び係長も研修受講
は可能ですので、各町（団体）でご判断ください。
　　ただし、会場等の都合により、各町（団体）からの出
席者は３名までとさせていただきます。
７　研修経費
　　無料。ただし、会場までの旅費は、各町（団体）で負
担願います。
８　その他
　⑴　昼食は各自で用意願います。
　⑵　自治会館に公用車等の駐車スペースはありません。
近隣のコインパーキング等をご利用ください。

ＥＢＰＭ研修会開催要領
１　研修の目的
　　地方自治体においては、限られた財源と人的資源の中で最大限の
政策効果を発揮することにより、行政運営の効率化並びに住民サー
ビスの質及び住民満足度の向上に寄与することが不可欠である。
　　本研修では、従来の経験や直感に基づく政策立案から脱却し、科
学的根拠に基づく合理的な意思決定を推進するためにもEBPM（エ
ビデンスに基づく政策立案）の重要性を理解し、実際の政策立案に
活用するための具体的な手法を学ぶことで、より効果的な行政運営
を実現するためのスキル習得を目的とする。
２　日　時　令和７年８月29日（金）　13時30分～16時30分
３　場　所　えひめ共済会館　４階　末広
　　　　　　　松山市三番町５丁目13－1　電話：089－945－6311
４　対　象　係長相当の職にある者又は政策立案担当職員
　　　　　　※会場等の関係から受講希望者が多い場合、人数を調整
　　　　　　　させていただきますことをご了承願います。
５　研修講師
　　総務省統計局統計情報利用推進課　課長補佐　辻元　亮　氏
　　総務省統計局統計情報システム管理官付
　　　　　　　　統計基盤デジタル化調整担当　舘野　雅貴　氏
６　持参品
　　インターネットに接続が可能なパソコン（タブレット端末不可）、
　　筆記用具、各団体で使用している名札
　　※なお、インターネット接続には研修会場のWi-Fiを使用する予

定としておりますが、通信速度に影響が出る可能性があるため、
モバイルWi-Fiやスマホデザリングなどを個別にご用意いただ
けると幸いです。

７　服装等　町の制服又は公務員としてふさわしい服装スーツ
　　　　　　※クールビズ（ネクタイは不要です）
８　その他
　⑴　研修会を欠席する場合は、当該団体の人事担当者から本会事務
局へご連絡ください。

　⑵　研修会欠席又は受講できなかった者の資料は、後日、人事担当
課あてに送付します。

　⑶　会場内での持込の飲食は不可です。ご了承くださいますようお
願いいたします。

　　※会場内の自販機で購入した場合は、利用可能です。
　⑷　喫煙については、１階の喫煙スペースでお願いします。
　⑸　自動車でお越しの場合の駐車場は、会場横の専用駐車スペース
又は、近隣のコインパーキングをご利用ください。

　⑹　マスクの着用は任意とします。
　⑺　次に該当する者は、研修会の参加を控えてください。
　　①　平熱を超える発熱がある場合
　　②　風邪、体の不調（体が重く感じる）等の症状がある場合

ト
職
員
研
修
会（
管
理
職
員
研
修
会
）｣

を

課
長
、課
長
補
佐
、主
幹
及
び
係
長
相
当
の

職
に
あ
る
職
員
を
対
象
と
し
、
8
月
5
日

（
火
）に「
愛
媛
県
自
治
会
館
」で
開
催
し
た
。

【
令
和
7
年
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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修
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テ
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担
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雅
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氏
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総
合
事
務
組
合
だ
よ
り

　

令
和
7
年
第
2
回
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
8
月
28
日
に
開
催
さ

れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
専
決
処
分
の
承
認
、
令
和
6
年
度
決
算
、
監
査
委
員
選
任
、

組
合
長
辞
任
の
同
意
な
ど
の
議
案
を
上
程
し
、
い
ず
れ
も
承
認
及
び
認
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
組
合
長
の
辞
任
に
伴
う
選
挙
を
追
加
議
事
と
し
、
組
合
長
に
高
門
清
彦 

伊
方

町
長
を
選
出
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
選
挙
で
は
、
議
長
に
前
田
省
二 

上
島
町
議
会
議
長
、
副
議
長
に
川
又

由
美
恵 

西
条
市
議
会
議
長
、
監
査
委
員
に
加
藤
章 

東
温
市
長
を
選
出
し
た
。

令和６年度 消防補償事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）� （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 284,691,988

１　負担金 284,691,988
２　消防基金支出金 259,922,805

１　消防基金支出金 259,922,805
３　財産収入 19,376

１　財産運用収入 19,376
４　繰入金 0

１　繰入金 0
５　繰越金 1,985,943

１　繰越金 1,985,943
６　諸収入 20,811

１　預金利子 10,317
２　雑入 10,494
歳　入　合　計 546,640,923

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 535,635

１　総務管理費 535,635
２　審査会費 0

２　事業費 526,927,955
１　事業費 526,927,955

３　諸支出金 17,191,550
１　諸支出金 17,191,550

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 544,655,140

（翌年度繰越金）
繰　 越   金 1,985,783

（基　金）
消防賞じゅつ金等基金積立金 186,934,000

令和６年度 退職手当事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）� （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 4,744,716,234

１　負担金 4,744,716,234
２　財産収入 25,937,108

１　財産運用収入 25,937,108
３　繰入金 3,853,848,000

１　繰入金 3,853,848,000
４　繰越金 846,161,346

１　繰越金 846,161,346
５　諸収入 356,928

１　預金利子 356,928
２　雑入 0
歳　入　合　計 9,471,019,616

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 2,752,998

１　総務管理費 2,714,998
２　審査会費 38,000

２　事業費 5,290,025,513
１　事業費 5,290,025,513

３　公債費 0
１　公債費 0

４　諸支出金 3,643,357,772
１　諸支出金 3,643,357,772

５　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 8,936,136,283

（翌年度繰越金）
繰　 越   金 534,883,333

（基　金）
退職手当基金積立金 14,760,140,000

令和６年度 一般会計歳入歳出決算
（歳　入）� （単位：円）

款 本年度決算額項
１　使用料 20,658,600

１　使用料 20,658,600
２　財産収入 19,579

１　財産運用収入 19,579
３　繰入金 61,566,462

１　繰入金 61,566,462
４　繰越金 1,907,196

１　繰越金 1,907,196
５　諸収入 49,215,298

１　預金利子 12,604
２　団体支出金 42,930,922
３　雑入 6,271,772
歳　入　合　計 133,367,135

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　議会費 85,499

１　議会費 85,499
２　総務費 110,503,764

１　総務管理費 99,824,443
２　監査委員費 6,000
３　会館管理費 10,673,321

３　諸支出金 22,280,000
１　基金積立金 22,280,000

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 132,869,263

（翌年度繰越金）
繰　 越   金 497,872

（基　金）
会館財政調整基金積立金 207,675,000

令和６年度 議員公務災害事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）� （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 244,800

１　負担金 244,800
２　議員連合会支出金 0

１　議員連合会支出金 0
３　財産収入 186

１　財産運用収入 186
４　繰入金 163,000

１　繰入金 163,000
５　繰越金 181,603

１　繰越金 181,603
６　諸収入 68

１　預金利子 68
２　雑入 0
歳　入　合　計 589,657

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 115,760

１　総務管理費 99,760
２　認定委員会 16,000
３　審査会費 0

２　事業費 306,000
１　事業費 306,000

３　諸支出金 10,149
１　諸支出金 10,149

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 431,909

（翌年度繰越金）
繰　 越   金 157,748

（基　金）
議員公務災害補償基金積立金 4,192,000

令和６年度 交通災害事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）� （単位：円）

款 本年度決算額項
１　掛金 10,876,800

１　掛金 10,876,800
２　財産収入 26,489

１　財産運用収入 26,489
３　繰入金 4,730,000

１　繰入金 4,730,000
４　繰越金 4,143,462

１　繰越金 4,143,462
５　諸収入 2,489

１　預金利子 2,489
２　雑入 0
歳　入　合　計 19,779,240

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 1,088,475

１　総務管理費 1,088,475
２　審査会費 0

２　事業費 7,043,780
１　事業費 7,043,780

３　諸支出金 9,115,991
１　諸支出金 9,115,991

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 17,248,246

（翌年度繰越金）
繰　 越   金 2,530,994

（基　金）
交通災害見舞金基金積立金 221,823,000
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８
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
令
和
7

年
度
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

▽
5
日
＝
令
和
7
年
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職

員
研
修
会
（
管
理
職
員
研
修
会
）、令
和

10
年
度
国
民
文
化
祭
等
記
念
構
想
検
討

会
（
第
1
回
）

▽
8
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

7
年
度
第
2
回
正
副
会
長
会
、
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
令
和
7
年
度
第
1
回

町
議
会
議
員
研
修
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
19
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
6
年
度
会
計
監
査

▽
20
日
＝
第
2
回
交
通
災
害
共
済
事
業
検

討
委
員
会
、
令
和
7
年
度
総
務
部
課
長

会
議

▽
21
日
＝
四
国
新
幹
線
整
備
促
進
期
成
会

第
7
回
東
京
大
会
、
人
口
減
少
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
旧
過
疎
対
策
担
当
職
員

研
修
会
）（
22
日
ま
で
）

▽
25
日
＝
第
1
9
3
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会
（
香
川
県
当
番
）

▽
28
日
＝
令
和
7
年
度
第
2
回
愛
媛
県
市

町
総
合
事
務
組
合
定
例
議
会
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
令
和
7
年
度
町
村
議
会

広
報
研
修
会

▽
29
日
＝
令
和
7
年
度
E
B
P
M
研
修
会

（
係
長
職
員
研
修
）

　

忘
却
で
な
く
平
和
の
盾

　

8
月
下
旬
、
処
暑
（
暑
さ
が
お
さ
ま
る

意
。
二
十
四
節
気
の
一
つ
。
…
広
辞
苑
）。

ま
さ
し
く
暦
の
う
え
で
あ
っ
て
、
日
本
列

島
は
6
月
か
ら
真
夏
日
と
猛
暑
の
日
々
で

あ
る
。
徐
々
に
春
・
秋
の
季
節
は
、
あ
る

よ
う
で
無
く
な
っ
て
来
た
よ
う
だ
。
今
年

も
現
在
の
長
期
気
象
予
報
で
は
、
11
月
ま

で
暑
さ
が
抜
け
き
ら
な
い
と
の
こ
と
。
日

本
の
情
緒
あ
る
「
春
夏
秋
冬
」
は
、
今
や

夏
と
冬
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
…
。

　

人
が
異
常
環
境
に
慣
れ
て
き
た
の
か
馴

ら
さ
れ
て
き
た
の
か
、
か
つ
て
は
夏
期
の

摂
氏
30
℃
超
え
を
暑
さ
と
と
も
に
驚
い
た

が
、
今
は
こ
の
30
℃
を
示
し
た
日
が
、
連

日
猛
暑
の
た
め
涼
し
く
感
じ
る
か
ら
妙
な

も
の
で
も
あ
る
。
因
み
に
人
間
の
「
生
活

環
境
温
度
」
は
、
35
℃
が
限
界
で
あ
る
ら

し
い
（
湿
度
の
関
係
も
あ
る
）。

　

地
球
誕
生
か
ら
約
46
億
年
。
自
然
の
変

遷
に
比
べ
れ
ば
、
人
生
1
0
0
年
内
で
の

出
来
事
は
、
塵
の
欠
片
に
も
な
ら
な
い
が
。

せ
め
て
そ
の
寸
時
は
、
穏
や
か
に
過
ご
し

た
い
。
人
は
、
今
、
地
球
に
約
82
億
人
。
さ

ら
に
毎
年
1
億
数
千
万
人
増
加
中
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
異
常
気
候
の
対
処
ど
こ
ろ

か
、
独
裁
者
と
な
れ
ば
侵
略
戦
争
を
正
当

化
、幕
引
き
も
考
え
な
い
し
紛
争
・
戦
争
に

終
わ
り
は
自
分
の
損
得
と
な
る
ら
し
い
気

配
。
ま
た
、
自
身
が
最
上
の
居
住
環
境
に

あ
れ
ば
異
常
気
候
へ
の
対
処
も
反
応
が
鈍

い
。
今
日
、
戦
禍
の
瓦
礫
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
人
々
の
無
残
な
姿
や
飢
餓
に
苦
し
む

子
供
達
の
姿
も
目
に
映
ら
な
い
、
人
と
し

て
冷
酷
、
業
さ
え
感
じ
る
自
己
中
心
者
の

現
代
模
様
で
あ
る
。
兎
に
も
角
に
も
、
目

前
の
悲
惨
さ
が
理
解
出
来
な
い
人
、
過
去

の
過
ち
を
理
解
で
き
な
い
独
裁
者
と
思
し

き
人
に
は
、
自
分
自
身
で
悲
惨
・
悲
し
み

を
実
体
験
・
経
験
す
る
し
か
知
る
道
が
な

い
と
こ
ろ
が
今
日
社
会
の
不
幸
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
の
大
戦
を
知
ら
な
い
日
本
人

が
9
割
を
超
え
る
。
た
だ
知
ら
ず
分
か
ら

な
い
人
と
分
か
ろ
う
と
し
な
い
人
は
別
で

あ
る
。8
月
15
日
「
終
戦
の
日
」
を
全
く
分

か
ら
な
い
人
の
多
さ
に
驚
き
、
歴
史
教
育

の
未
熟
さ
に
疑
問
を
感
じ
る
。
我
が
国
が

開
戦
に
到
っ
た
事
情
。
外
地
で
戦
、
病
気

と
飢
餓
で
亡
く
な
っ
た
人
々
（
約
2
3
0

万
人
）。二
種
類
（
実
験
的
？
）
の
原
子
爆

弾
を
人
類
初
め
て
受
け
た
我
が
国
。
列
島

各
地
に
雨
の
よ
う
に
降
り
注
い
だ
焼
夷
弾

に
よ
る
惨
状
。
沖
縄
地
上
戦
の
悲
惨
。
疎

開
船
對
馬
丸
の
悲
劇
。
前
途
あ
る
十
代
の

特
攻
隊
員
の
心
情
。
国
同
士
の
不
可
侵
条

約
は
い
ざ
と
な
れ
ば
紙
切
れ
と
な
っ
た
事

実
。
約
60
万
人
が
終
戦
後
、
極
寒
の
シ
ベ

リ
ア
抑
留
者
（
約
5
～
6
万
人
が
死
亡
）

と
な
っ
た
苦
悩
な
ど
。
80
年
前
の
限
り
の

無
い
事
実
惨
状
を
礎
に
し
て
、
現
代
の
我

が
国
・
人
々
は
今
の
平
和
を
享
受
で
き
て

い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

8
月
は
、
甲
子
園
球
場
の
溢
れ
ん
ば
か

り
の
新
鮮
な
熱
気
を
感
じ
つ
つ
、
先
の
大

戦
で
あ
っ
た
事
実
を
忘
却
し
て
は
な
ら
な

い
。
現
代
人
は
、
過
去
の
事
実
を
今
後
と

も
「
平
和
の
盾
」
と
し
て
活
か
す
べ
く
責

任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。�
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